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一
　
連
続
講
座
の
ね
ら
い

　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化

研
究
科
の
分
野
「
社
会
と
協
働
」
は
現

在
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
人
権
・
福
祉
に

関
す
る
研
究
」
お
よ
び
「
地
域
・
労
働
・

メ
デ
ィ
ア
社
会
に
関
す
る
研
究
」
と
い

う
ふ
た
つ
の
課
題
研
究
科
目
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
今
年
度
の

後
者
の
担
当
教
員
は
飯
島
（
メ
デ
ィ
ア

社
会
学
）、
矢
野
（
意
思
決
定
論
）、
奥

田
（
イ
ギ
リ
ス
社
会
経
済
史
）、林
（
都

市
社
会
学
）、
三
浦
（
地
方
自
治
論
）

の
五
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
五
名
は
二
〇
一
五
年
四
月
に
、

本
年
度
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
そ
の
際
、「
都
市
や
地
域
社

会
の
持
続
可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
状

況
を
ふ
ま
え
、
わ
れ
わ
れ
の
特
色
を
打

ち
出
し
た
連
続
講
座
を
開
催
し
、
広
く

市
民
に
対
し
て
最
先
端
の
学
術
研
究
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が

出
た
。
そ
こ
で
、今
年
度
は「
都
市
」「
地

域
」「
持
続
可
能
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
す
る
「
都
市
・
地
域
の
持
続
可
能
性

連
続
講
座
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ

た
。

　

な
お
、
本
研
究
科
は
二
〇
一
五
年

一
〇
月
に
、
研
究
科
版
の
未
来
プ
ラ
ン

と
し
て
の
「
人
社
の
改
進
」
を
公
表
し
、

こ
の
な
か
で
「
人
文
諸
科
学
・
社
会
諸

科
学
の
総
合
・
複
合
学
部
、
研
究
科
と

し
て
名
古
屋
都
市
圏
市
民
の
善
き
生
活

と
名
古
屋
市
政
と
名
古
屋
都
市
圏
の
持

続
可
能
な
発
展
に
貢
献
し
ま
す
」
と
宣

言
し
て
い
る
。
今
回
の
連
続
講
座
は
、

こ
う
し
た
宣
言
に
も
即
し
た
内
容
と
な

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。
同
時

に
、
今
回
の
連
続
講
座
は
「
名
古
屋
市

立
大
学
人
文
社
会
学
部
・
二
〇
周
年
記

念
事
業
」
の
一
環
で
も
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
以
下
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
毎
月
一
回
ず

つ
、
合
計
三
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
連

続
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
た
い
。

二
　
第
一
回

「
縮
小
都
市
ト
リ
ノ
の
挑
戦
」

（
一
〇
月
一
〇
日
）

　
第
一
回
は
一
〇
月
一
〇
日
（
土
）
の

午
後
に
、
矢
作
弘
氏
（
龍
谷
大
学
政
策

学
部
教
授
）
を
招
き
、「
縮
小
都
市
ト

リ
ノ
の
挑
戦
―
持
続
可
能
な
都
市
の

か
た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会

を
開
催
し
た
。
矢
作
氏
は
『
都
市
縮

小
の
時
代
』（
角
川
新
書
、
二
〇
〇
九

年
）、『
縮
小
都
市
の
挑
戦
』（
岩
波
新

書
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
の
研
究
成
果

で
知
ら
れ
る
、
わ
が
国
の
縮
小
都
市
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
矢
作
氏
は
今

回
、
名
古
屋
に
と
っ
て
の
姉
妹
友
好
都

市
で
も
あ
る
ト
リ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）
を

取
り
上
げ
、
縮
小
都
市
と
し
て
の
ト
リ

ノ
の
再
生
に
関
す
る
最
新
動
向
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

　
講
演
の
な
か
で
矢
作
氏
は
ま
ず
、
ト

リ
ノ
の
歴
史
に
関
す
る
紹
介
を
行
な
っ

た
。
日
本
に
お
い
て
ト
リ
ノ
と
い
う
ま

ち
の
名
称
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は

大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
・
フ
ィ
ア
ッ
ト

の
企
業
城
下
町
と
し
て
歩
ん
で
き
た
歴

史
が
あ
る
。
た
だ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

な
が
れ
の
な
か
で
世
界
的
な
競
争
に
太

刀
打
ち
で
き
な
く
な
っ
た
フ
ィ
ア
ッ
ト

は
、
し
だ
い
に
業
績
を
悪
化
さ
せ
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
代

に
は
ト
リ
ノ
に
お
け
る
製
造
工
場
は
業

績
不
振
で
次
々
と
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
こ
う
し
た
動
き
に
連
動
し
て
急
激

に
人
口
も
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、

イ
タ
リ
ア
国
内
の
地
方
分
権
の
な
が
れ

の
な
か
で
、
直
接
公
選
の
市
長
と
し
て

新
た
に
登
場
し
た
Ｖ
・
カ
ス
テ
ラ
ー
ニ

氏
が
主
導
し
、
ト
リ
ノ
の
都
市
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
脱
フ
ィ
ア
ッ
ト
化
を
め
ざ
し

て
芸
術
や
映
画
と
い
っ
た
九
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
明
示
し
、
自
動
車
産
業
に
依

存
し
な
い
新
た
な
都
市
像
を
打
ち
出
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
っ
て
き
た
ト

リ
ノ
で
は
現
在
、
新
た
な
う
ご
き
も
生

じ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
移
民
街

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
発
生
が
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
衰
退
し
た
地
区
で

建
物
の
改
修
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
そ
こ

に
新
規
の
出
店
が
進
ん
で
地
区
が
再
生

し
て
い
き
、
地
価
・
賃
料
が
高
く
な
っ

て
い
く
動
向
を
意
味
す
る
。
ト
リ
ノ
中

　「
都
市
・
地
域
の
持
続
可
能
性
連
続
講
座
」
の
開
催
　

名
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屋
市
立
大
学
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化
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心
部
の
移
民
街
で
は
一
九
七
〇
年
代
か

ら
一
度
は
荒
廃
し
た
も
の
の
、
近
年
で

は
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
加

速
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
相
次

い
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
飲
食
店
は
深
夜
ま

で
営
業
す
る
結
果
と
な
り
、
近
隣
住
民

か
ら
は
騒
音
の
苦
情
が
出
る
と
い
う
問

題
状
況
も
み
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
一
九
七
〇
年
代
の
困
難

な
時
期
を
乗
り
越
え
、
一
九
九
〇
年
代

か
ら
都
市
再
生
を
果
た
し
た
ト
リ
ノ
は

今
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
矢

作
氏
の
講
演
は
、
縮
小
都
市
化
を
経
験

す
る
な
か
で
脱
工
業
化
を
推
し
進
め
、

都
市
の
持
続
可
能
性
の
向
上
を
め
ざ
し

て
き
た
ト
リ
ノ
に
つ
い
て
、
マ
ク
ロ
・

ミ
ク
ロ
の
両
面
か
ら
最
新
動
向
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
、
示

唆
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。

三
　
第
二
回

「
町
内
会
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

（
一
一
月
五
日
）

　
第
二
回
は
一
一
月
五
日
（
木
）
の
夕

方
に
、
中
田
實
氏
（
名
古
屋
大
学
名
誉

教
授
）
を
招
き
、「
町
内
会
の
過
去
・

現
在
・
未
来
―
持
続
可
能
な
地
域
社
会

を
展
望
し
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

会
を
催
し
た
。
中
田
氏
は
名
古
屋
市
を

含
む
全
国
各
地
の
町
内
会
の
動
向
に
精

通
し
た
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
地
域
社

会
学
者
で
あ
る
。
中
田
氏
は
今
回
、
高

齢
化
に
よ
る
人
材
不
足
と
い
う
事
情
ゆ

え
に
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
町
内
会
に

つ
い
て
、
全
国
各
地
の
最
新
動
向
を
交

え
な
が
ら
講
演
し
た
。

　

中
田
氏
に
よ
る
と
、
全
国
に
約

二
九
万
五
千
団
体
が
存
在
す
る
も
の
の
、

「
町
内
会
は
今
、
持
続
可
能
性
が
最
も

疑
わ
れ
る
存
在
」
で
あ
る
と
い
う
。
な

ぜ
な
ら
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
わ

が
国
で
は
今
、
町
内
会
の
加
入
率
は
低

下
を
続
け
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し

て
組
織
そ
の
も
の
の
継
続
性
が
問
わ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況

の
一
方
で
、
最
近
で
は
町
内
会
を
個
人

の
自
由
を
制
約
す
る
存
在
と
み
な
し
、

町
内
会
そ
の
も
の
を
警
戒
す
る
主
張
さ

え
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
縁
の
な

か
で
最
後
に
残
る
の
は
や
は
り
地
縁
で

あ
り
、
わ
が
国
で
は
そ
の
具
体
的
な
か

た
ち
が
町
内
会
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

町
内
会
の
目
的
は
、
同
じ
区
域
内
に
住

所
を
持
つ
者
同
士
が
協
力
し
、
自
分
た

ち
の
地
域
を
よ
り
安
全
に
、
よ
り
快
適

に
し
て
い
く
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、「
地

域
共
同
管
理
」
こ
そ
が
町
内
会
の
基
本

的
な
機
能
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
今
日
の
わ
が
国
の
状
況
を

見
渡
し
て
い
る
と
、
単
身
世
帯
が
増
加

す
る
と
い
っ
た
変
化
が
生
じ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
と
り
わ
け
地
域
福
祉
の
あ
り
方

も
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
状
況
に

お
い
て
、
独
居
老
人
の
見
守
り
や
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
を
通
じ
た
居
場
所
づ
く
り

な
ど
、
地
域
社
会
で
多
様
な
活
動
を
展

開
す
る
町
内
会
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
町
内
会

の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
の
ポ
イ
ン

ト
は
、「
町
内
会
へ
の
期
待
が
増
加
す

る
一
方
で
、
組
織
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
と
い
う
逆
説
的
な
状
況
に
対
し

て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
く
か
」
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
状
況
変
化

に
対
応
し
、
町
内
会
運
営
の
あ
り
方
を

見
直
し
て
い
る
事
例
も
存
在
す
る
。
中

田
氏
に
よ
る
と
、
そ
も
そ
も
町
内
会
の

存
在
や
活
動
内
容
が
地
域
住
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ

り
、「
必
要
な
情
報
を
必
要
な
住
民
に

伝
え
る
」
と
い
う
姿
勢
で
町
内
会
内
部

に
情
報
発
信
を
担
当
す
る
部
会
を
設
置

す
る
事
例
も
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
こ

の
よ
う
に
町
内
会
内
部
の
部
会
が
個
別

の
目
的
に
基
づ
い
た
か
た
ち
で
編
成
さ

れ
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
有
益
な
情
報

伝
達
が
果
た
さ
れ
て
い
る
実
態
も
看
取

で
き
る
。

　
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
地
域

社
会
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
「
持
続
可

能
性
を
い
か
に
し
て
確
保
し
て
い
く

か
」
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

中
田
氏
の
講
演
か
ら
は
、
今
日
の
町
内中田氏による講演の様子

矢作氏による講演の様子
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会
に
と
っ
て
組
織
そ
の
も
の
の
持
続
可

能
性
を
高
め
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
点
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
　
第
三
回

「
不
確
実
性
下
の
意
思
決
定
と
そ

の
関
連
研
究
」（

一
二
月
一
二
日
）

　
第
三
回
は
一
二
月
一
二
日
（
土
）
の

午
後
に
、
西
崎
一
郎
氏
（
広
島
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
教
授
）
を
招
い
て
、

「
不
確
実
性
下
の
意
思
決
定
と
そ
の
関

連
研
究
―
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の

農
業
経
営
お
よ
び
森
林
保
全
に
関
す
る

意
思
決
定
へ
の
応
用
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
会
を
行
な
っ
た
。
西
崎
氏
は
不

確
実
な
状
況
に
お
け
る
意
思
決
定
に
関

す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
者

で
あ
り
、
国
内
外
で
優
れ
た
研
究
成
果

を
あ
げ
て
き
た
。
西
崎
氏
は
今
回
の
講

演
の
な
か
で
、
意
思
決
定
論
の
分
野
に

お
け
る
効
用
理
論
に
基
づ
く
多
属
性
効

用
分
析
を
主
に
取
り
上
げ
、
そ
の
基
礎

理
論
と
適
用
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
西
崎
氏
に
よ
る
と
、
期
待
効
用
理
論

に
基
づ
き
、
現
実
社
会
で
不
確
実
性
を

伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
意
思
決
定
を
単
純
な

問
題
へ
と
変
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合

理
的
で
あ
る
こ
と
を
望
む
意
思
決
定
者

は
、
よ
り
適
切
な
代
替
案
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
そ
も
そ
も
、

期
待
効
用
理
論
に
お
い
て
は
、
意
思
決

定
者
の
選
好
や
判
断
は
数
値
化
で
き
る

と
仮
定
し
、
人
間
の
道
理
に
か
な
っ
た

行
動
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
原
則
を
認

め
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
こ
う
し
た

前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
任
意
の
意
思
決

定
の
問
題
に
対
し
て
は
、
意
思
決
定
者

の
選
好
や
判
断
と
は
矛
盾
し
な
い
代
替

案
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ

と
も
、
西
崎
氏
は
こ
う
し
た
期
待
効
用

理
論
に
つ
い
て
、
他
方
で
は
反
証
例
も

存
在
し
て
い
る
と
も
指
摘
す
る
。
具
体

的
に
は
、
非
線
形
効
用
理
論
と
し
て
の

ラ
ン
ク
依
存
効
用
や
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
理

論
に
関
し
て
は
、
反
証
例
と
し
て
適
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
西
崎
氏
は
講
演
の
な
か
で
、

単
一
属
性
効
用
関
数
を
多
属
性
効
用
関

数
へ
と
拡
張
さ
せ
る
と
い
う
自
ら
の
研

究
内
容
も
紹
介
し
た
。
西
崎
氏
が
い
う

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
多
属
性
効
用
関
数

は
個
々
の
属
性
に
対
す
る
単
一
属
性
効

用
関
数
へ
の
分
解
表
現
が
可
能
で
あ
る

場
合
、
関
数
の
同
定
が
容
易
に
な
る
と

い
う
。
同
時
に
、
属
性
集
合
に
お
け
る

任
意
の
部
分
集
合
は
、
そ
の
補
集
合
と

相
互
に
効
用
が
独
立
し
て
い
れ
ば
、
多

属
性
効
用
関
数
は
単
一
属
性
効
用
関
数

の
乗
法
と
い
う
形
式
で
表
現
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
西
崎
氏
は
こ
の
よ
う
な
一

連
の
理
論
研
究
に
お
け
る
知
見
を
ふ
ま

え
、
耕
種
農
業
と
畜
産
農
業
と
の
連
携

に
よ
る
農
業
経
営
に
お
け
る
意
思
決
定

の
問
題
、
お
よ
び
便
益
を
受
け
る
多
く

の
利
害
関
係
者
に
よ
る
森
林
保
全
に
関

す
る
政
策
決
定
の
問
題
、
の
二
事
例
に

対
し
て
多
属
性
効
用
分
析
を
適
応
し
た

研
究
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
西
崎

氏
の
研
究
を
通
じ
て
、
可
能
な
限
り
合

理
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
思
決
定
者
に

対
し
て
、
使
用
す
る
意
思
決
定
の
モ
デ

ル
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
十
分
な
説
明

を
行
な
い
、
ま
た
分
析
者
は
積
極
的
に

彼
ら
を
支
援
し
、
有
用
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
も
使
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
結
果
に

対
す
る
選
好
や
事
象
の
確
率
が
適
切
に

評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
合
理
的
な
意

思
決
定
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
西
崎
氏
に
よ
る
最
先
端

の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
意
思
決

定
論
や
ゲ
ー
ム
理
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
ま
た
、
都
市
や
地
域
の
持
続
可
能

性
の
向
上
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
な
示

唆
を
与
え
る
と
い
え
よ
う
。

五
　
ま
と
め
に
か
え
て

　

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、「
地

域
・
労
働
・
メ
デ
ィ
ア
社
会
に
関
す
る

研
究
」
の
担
当
教
員
が
主
導
し
て
、
今

年
度
は
三
回
に
わ
た
り
「
都
市
・
地
域

の
持
続
可
能
性
連
続
講
座
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
割
愛
し
た

が
、
各
回
の
講
演
の
あ
と
に
は
質
疑
応

答
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、
毎
回
活
発
な

意
見
交
換
も
行
な
わ
れ
た
。
同
時
に
、

講
演
会
の
終
了
後
に
は
参
加
者
同
士
で

交
流
す
る
様
子
も
見
ら
れ
、
本
講
座
を

契
機
と
し
て
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
今
年
度
の
連
続

講
座
に
は
一
定
の
意
義
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に
開
催
し

て
い
く
点
に
あ
る
。
研
究
科
と
し
て
引

西崎氏による講演の様子
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き
続
き
、
広
く
市
民
に
対
し
て
都
市
や

地
域
社
会
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
考
え
、
意
見
交
換
す
る
機
会
を
設
定

す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
性
な
社
会
の

実
現
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
今
年
度
の
連
続
講
座
の
開

催
に
あ
た
り
、
講
師
を
つ
と
め
た
矢
作

氏
・
中
田
氏
・
西
崎
氏
の
三
名
に
は
、

忙
し
い
な
か
で
多
大
な
る
協
力
を
賜
っ

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
。
同
時
に
、
本
学
ま
で
足
を

運
び
、
各
回
に
参
加
さ
れ
た
市
民
、
行

政
職
員
や
議
員
、
研
究
者
の
各
位
に
も

感
謝
し
た
い
。
な
お
、
本
講
座
の
一
部

で
は
名
古
屋
市
か
ら
の
後
援
も
得
て
お

り
、
記
し
て
謝
意
を
表
す
。


